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衝撃を受けたコンドライト中の不均質アルゴン分布と 40Ar/39Ar 年代

Inhomogeneous argon distribution in shocked chondorites and 40Ar/39Ar ages
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 40Ar/39Ar 測定により衝撃年代を求めるには、衝撃直後の 40Ar/36Ar（以下(40Ar/36Ar)i と表記する）の値が
必要である。そのために通常はアイソクロンプロットまたは逆アイソクロンプロットが用いられてきた。今回、
アイソクロンが定義できないデータを解析する方法として、Age - Initial Ratio（AIR）曲線を考案した。40Ar/39Ar
年代の計算式を変形して、(40Ar/36Ar)i 比を年代 tの関数として表すとつぎのようになる。
(40Ar/36Ar)i = (J(40Ar)m-(39Ar)(exp(λt)-1))/J(36Ar)
図に AIR 曲線を示す。1 曲線が 1 分析点に対応する。もし同じ年代と(40Ar/36Ar)i 比を持つ分析点があった場

合、共通の 1 点を通るため多数の曲線の交点は、1 になる。ただしデータは誤差を伴うので、近接した交点のグ
ループができる。
　今回、試料に用いた Y-75097(L6)では、CL(カソードルミネッセンス)像によりショックベインを観察した。

レーザープローブ 40Ar/39Ar 年代測定では、ショックベイン付近とショックベインから 1.5mm 以上離れた領域を
分析した。
ショックベイン付近の斜長石の分析結果を、逆アイソクロンプロットしたところ、330±38Ma の衝撃年代と～185

の(40Ar/36Ar)i が求まった。しかし、1.5mm 以上離れた領域においては、アルゴンガスが微量で誤差が大きく、
アイソクロンを定義できなかった。
 図に示すようにショックベイン付近の斜長石による 3 本の AIR 曲線は、年代が 330Ma、(40Ar/36Ar)i が 185

の座標で交差した。この結果は、逆アイソクロンプロットと同様である。また、ショックベインから 1.5mm 以上
離れた斜長石、カンラン石による AIR 曲線は、誤差が大きいため、1 点では交差しなかったが、ショックベイン
付近と等しい年代で、(40Ar/36Ar)i が 0 の座標付近に集まった。このように、逆アイソクロンプロットで解釈が
困難であったショックベインから離れた領域においても、AIR 曲線を用いて議論することができた。AIR 曲線解析
は、ショックベイン付近とショックベインから離れた領域の(40Ar/36Ar)i が異なることを明確に視覚化できた。
これは(40Ar/36Ar)i 比がショックベイン付近とそれ以外の領域で 2 つに分かれた不均質な分布をしていたことを
意味している。AIR 曲線解析は(40Ar/36Ar)i が不均質な場合や誤差が大きくアイソクロンが定義できない隕石の
年代を視覚化する新しい解析法である。
 ショックベイン付近の斜長石は、40Ar が多く検出され、(40Ar/36Ar)i～185 と高い値であった。このような

40Ar の濃集は、McConville ら(1988)も報告している。今回、試料に用いた Y-75097（L6）については、兼岡ら(1988)
が、バルク(0.752g)40Ar/39Ar 年代として 490Ma を得ている。この結果は、今回の結果と異なっている。これは、
40Ar の濃集があるため、バルク分析では古い年代が算出されると考えられる。
Bogard(1995)による調査では、ほとんどの L-コンドライトの 40Ar/39Ar 年代は 500Ma 付近を示すことを報告し

ている。しかし、これらの分析はバルク分析が多いため、もう少し若い年代の L-コンドライトが存在すると考え
られる。
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